
 
 

▽
13
・
14
日
と
値
上
げ
に
関
す
る
要
望
活
動

を
桧
山
地
区
・
渡
島
地
区
と
佐
藤
専
務
理
事
・ 

木
口
流
通
委
員
長
・
安
岡
函
館
骨
販
理
事
長
・ 

同
荒
山
事
務
局
長
同
行
の
う
え
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。
要
望
内
容
は
、
先
月
号
参
照
。 

各
署
・
各
団
体
に
於
い
て
丁
寧
な
説
明
も
し
て

来
た
つ
も
り
で
す
。 

 
 

▽
11
月
22
日
は
、
い
い
夫
婦
の
日
だ
そ
う
で

す
が
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
て
ま
す
か
。 

・
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
言
葉
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。 

・
お
互
い
の
好
き
な
と
こ
ろ
を 

再
発
見
し
て
ま
す
か
。 

・
お
互
い
の
此
処
は
直
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
等 

 

再
確
認
し
て
い
ま
す
か
。 

・
結
婚
記
念
日
、
何
周
年
…
覚
え
て
ま
す
か
。 

良
い
思
い
出
、
悪
い
思
い
出
そ
れ
ぞ
れ
に
、 

い
っ
ぱ
い
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
お
互
い
に
感
謝

し
て
、
そ
れ
を
言
葉
に
し
て
乗
り
越
え
て
き
た

か
ら
今
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
感
謝
の
言
葉
の 

最
強
の
言
葉
は
、『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』

と
言
う
感
謝
の
言
葉
だ
そ
う
で
す
。 

感
謝
の
言
葉
は
、
心
に
明
る
い
気
持
ち
を
引
き

起
こ
し
、
人
間
関
係
を
良
く
し
、
し
あ
わ
せ
を 

も
た
ら
す
様
で
す
。
良
き
に
付
け
、
辛
く
苦
し

い
時
に
付
け
ま
た
、
当
然
の
事
が
あ
っ
た
時
に

付
い
て
も
平
凡
な
日
々
の
有
難
さ
は
、
互
い
が

助
け
合
っ
て
来
て
る
か
ら
幸
せ
だ
と
気
づ
か

な
い
、
幸
福
に
包
ま
れ
て
い
る
。
哲
学
で
す
ね
。 

私
は
、
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、 

最
近
は
、
あ
り
が
と
う
よ
り
も
ゴ
メ
ン
の
言
葉

の
回
数
が
増
え
て
い
る
の
が
気
懸
り
で
す
。 

(

一
社)

日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 
 

報
告
事
項 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
北
海
道
砕
石
地
方
本
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①
第
三
回
理
事
会
開
催 

十
一
月
三
十
日 

 

・日
本
砕
石
協
会
本
部
理
事
会
報
告 

 

・北
海
道
地
方
本
部
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て 

 

・平
成
29
年
度
予
算
執
行
状
況
と
行
事
予
定 

 

・平
成
30
年
度
北
海
道
地
方
本
部
行
事
予
定 

 

◇(

一
社)

日
本
砕
石
協
会
動
向 

①
第
23
回
理
事
会
が
東
京
都
五
反
田
で
開
催 

議
案
の
目
玉
は
、
平
成
30
年
度
以
降
の
会
費

そ
れ
に
伴
う
、
規
定
の
改
正
で
し
た
。 

そ
の
他
報
告
事
項
で
は
、
軽
油
引
取
税
の
免

税
措
置
継
続
に
係
る
陳
情
・
要
望
活
動
等
に

つ
い
て
為
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

◇
災
害
報
告 

①
10
月
26
日
、
広
島
県
福
山
市
の
砕
石
場
で 

砂
山
が
崩
れ
、
2
名
生
き
埋
め
に
な
り
一
名

は
救
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
60
代
男
性
の
方
が

現
場
で
死
亡
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 ②
10
月
30
日
、
長
崎
県
松
浦
市
の
採
石
場
で 

 

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
点
検
中
に
48
歳
の
男
性
が

腕
を
挟
ま
れ
倒
れ
て
い
る
の
を
発
見
さ
れ 

病
院
に
搬
送
さ
れ
ま
し
た
が
、
死
亡
確
認
さ

れ
て
お
り
ま
す
。 

 

※
最
近
の
天
候
は
急
激
な
雨
や
ま
た
、
日
没
も

早
く
な
り
、
寒
さ
も
一
段
と
厳
し
く
な
り
ま

す
。
現
場
状
況
の
日
々
の
確
認
と
点
検
時
の

安
全
な
服
装
等
を
注
意
し
な
が
ら
操
業
し
て

貰
い
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会
動
向 

◇
要
望
活
動 

先
般
、
理
事
会
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た 

内
容
に
つ
い
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。 

11
月
13
日
檜
山
管
内
を
佐
藤
専
務
理
事
・

木
口
流
通
委
員
長
と
渡
島
・桧
山
両
森
林
管

理
署
・
振
興
局
各
課
等
で
実
施
。 

翌
14
日
は
、
渡
島
管
内
を
佐
藤
専
務
理
事 

安
岡
骨
販
理
事
長
・同
荒
山
事
務
局
長
と 

開
発
局
・開
発
建
設
部
・総
合
振
興
局
各
課
・ 

函
館
・
北
斗
両
市
の
建
設
業
協
会
等
に
要
望

書
を
提
出
す
る
と
共
に
要
望
内
容
を
説
明
し

て
参
り
ま
し
た
。 

今
後
は
、
そ
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
道
南
地
区

砕
石
協
同
組
合
の
ス
タ
ン
ス
を
経
済
調
査
会

等
に
出
向
き
、 

説
明
し
て
参
り
た
い
と 

考
え
て
い
ま
す
。 

要
望
書
に
つ
い
て
は
、 

別
途
資
料
を
添
付
し
ま
す
の
で
ご
参
考
に
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◇
採
石
業
務
管
理
者
試
験
結
果
に
つ
い
て 

 

受
験
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
大
変
に
ご
苦
労
様
で

し
た
。
仕
事
し
な
が
ら
の
対
応
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
以
下
、
各
市
の
状
況
で
す
。 

 

岩
見
沢
市
…
1
名 

 

札
幌
市
…
4
名 

 
室
蘭
市
…
2
名 

 
函
館
市
…
6
名 

 

旭
川
市
…
3
名 

 

稚
内
市
…
1
名 

 

網
走
市
…
2
名 

 

全
道
で
函
館
市
が
ト
ッ
プ
で
す
。
ト
ッ
プ
で
す
。 

 

皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

       

◇ 

そ 

の 

他 

事 

務 

局 

よ 

り 

◇ 

➊
道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
ま
す
か
。
写
真
等
を
更
新
し
て
お
り
ま

す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

❷
釧
路
支
部
か
ら
各
支
部
に
対
し
て 

原
石
ホ
ッ
パ
ー
の
転
落
防
止
対
策
に
つ
い
て 

労
基
署
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
、
問
わ
れ
て
改
善
し

た
と
の
報
告
が
有
り
ま
し
た
。
参
考
に
さ
れ
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

                

平
成
29
年
も
後
ひ
と
月
チ
ョ
ッ
ト
で
す
。 

安
全
操
業
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 


